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あの日から 25年

2020年、新年あけましておめでとうございます。本年もどうでよろしくお願い
します。

今年は阪神淡路大震災からちょうど25年、その 1月 17日 を迎えます。多くの
方々のいのちやこれまで築き上げてきたものが一瞬のうちに奪われた日でした。
そして残された私たちの日常もなかなか立ち上がれず苦渋に満ちたものでした。
しかしそんな中でも、震災から 3か月ほどは、まるで『神の国』が始まつたか
のようでもありました。苦しい最中であるにも関わらず、どんな人とも壁が取
り払われて、優しく声をかけ合い、分かち合うことができたのでした。生まれ
て初めて見る光景でした。でも残念なことに、しばらくすると『神の国』は見
えなくなつていきました。

ある日、広島に呼ばれて震災状況の話しをしに行きました。この話しもしまし
た。休憩時間に一人のおばあちゃんが来られて、「たいへんでしたね。ほんとに
ご苦労さまです。ところで、私もあなたの言われる『神の国』をみたのですよ。
しかも3年ほどでした」と言われました。「それはよかったですね」とだけ応え
て休憩時間も終わり会話はそのままになりました。講演も終わつてすぐに新幹
線で帰途につきました。ふと、先ほどのおばあちゃんの話しを思い出しました。
そして、「あっ、原爆 !」 と気が付きました。「ょかったですね」ではなく「た
いへんなことでしたね」と言わなければならないことでした。自分の大変だつ
た話しをすることが精一杯で人の話しを聞けなかったことを悔いました。ただ、
想像を絶する体験をされたおばあちゃんが歩み寄ってきてくれたのは救いでし
た。震災体験があったことで戦争体験の一瞬を垣間見させてもらったのでした。

震災 25年の体験は、人の苦しみを理解するための体験であればと願います。そ
して、降ってわいてきたかのような『神の国』は、今度は自らでつくって行く
ものとしたいです。

神田 裕神父 (三日教会担当)
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